
別府附近の地史と温泉版
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別府地方は，本邦火山活動史上に於て由布鶴見火山群として知らる h ー火山地域にし

て，園東，九重，阿蘇，雲仙等の諸地域ぞ含む九ナ1"中部の火山地帯の一部を成すものなり。

九州中部に火山活動の強烈なりしは，此地が西南日本に於ける三大火山帯たる山陰(~

zm，瀬戸内，霧島の三系の相交叉する所に賞仇火山活動の勢力が此所に集中せられた
るに因るものにして，その活動の時期は地質製 1::の第三紀末葉より第四紀に捗れるものな

れども，第四紀に入りて後，長も強烈を極めたるものとす。其特徴とも見る11}きものは，

臨域内に捗り活動の中心が種々に移動し，多くの火山群の瑳生会見fこるにあり。而して論

下の由布鶴見火山群は乃ち其の一局面を示すものなり。

今本火山群に就きてその活動の歴史を観るに，その遺蹟は正に被雑なる撃を遁を鰹たるを

語るものあり。而して其火山活動の聞に於て地殻盤動を受け地形の艶化を来せし事質を見

るものにして，火山昨の護育.1:概めて興味あるものなり。叉後火山作用としての渦泉は，

現在に於て倫東西約6キロ，rJAi北8キロメートルの成匝域に瓦れる別府組泉地帯を形成し，

其|広域の成大，泉量fJ)豊富，泉種泉質の多様等lこ於て他に匹憶を見ぎるのJ扶態に在り。此

の如きは，蓋し賞地方が火山活動の手績乃至は地質構造に於て他と趣そ異にし，其局部的

事情に支配せられたるものあるに困るものなり。

天恵に県カ、なる別府淵泉の地，果して如何なる地質感自分の撃を遁令経fこるや，今此所に別

府地史としてその大要を纏~せんとす。

第一地形反地質概説

本隠域は地形上同時に叉地質上に於て，之を三簡の地併と二筒の要素とにi局分するを得

百Jく， IJ l~-豊岡ー塚原-11 出生聖を迷ぬる一線より以北の北椴と， 別府・堀田・川西より以降i

が若者11多年京者作所凶大EE主助数授として}JrJ府地球物理研究所lこ在iJiIJし同所硯場主任として謹

外2ぜられれが，後病1J，.f尋て置tL n?3 干1110年逝去ぜられ1:。本文 11~主の遺稿であろ。木誌;印j刊続初頭

に掲げ-C ìZtii~~悼の意在来する。
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の南帯と，雨者の中間?こる中央帯とは郎ちその三帯なり。共に二筒の要素としては，之等

三帯中間ーの要素ナこる南北の二帯と，之れと趣を異にせる中央幣とに匝分せらる込ものに

して，前者は本火山地匝に於ける前期噴出岩類より成り輝石安山岩類を以て代表せられ，

後者は後期噴出岩fこる角閃石安山岩類により成れるものなり。

究に地形上に於ては，前者は主として火山砕屑岩層と之を蔽ふ所の熔岩流とに依り構成

せられ，地勢一般に高華性を呈し，その大韓に於て北帯は南側に念に南帯は北側に念に，

而して各其反到の側には傾斜一般に緩慢なり。其事宜は後に述べらる込如く，後期噴出岩

の噴出前に於て起れる地殻饗動に関係し，柄者の中央部町ち中帯の沈降に際して起れる断

屠作用に基けるものなり。

共に第二の要素たる中帯は，後期噴出の角閃石安山岩より成る大小数多の塊朕火山の集

合にして，其聞に二三の卒野ぞ抱き，その地勢は前者に針し著しきコントラストぞなす。

之等の火山は箇々濁立せるものにして，外輪山中央火口丘等の区別なし乃ち火山活動の

中心が同一筒所に止ら示、地域内をJIM究移動したる場合のものにして，地質の構造と密接な

る関係を有するものなり。

終りに，卒原に就きて見るに，石垣原は鶴見岳の大煤裂に件ひて起れる泥流によりて成

り，由布院及塚原の盆地は湖水の遺物と判断せらる込ものなり。河川，海岸線に就きては

今之を略す口

第二基底地質

本火un群の基底を構成せる古き岩唐としては，域内に於ては僅かに津房川の谷に領家雲

母片岩と之に接鰯艶質作用を輿'¥fこる花尚岩の小露出あるを見るのみにして，基底地質の

全瞳;;e論断するに充分ならずるものなり。而して亦附近の地，園東学島には花尚岩及結晶

片岩の小露出の存在あり。叉西南方佐賀之閥牟島には結晶片岩， その南方西南方には下部

自望紀暦ありて，之等は本域内に於ける基底地質を成すものなるが如きも，果してその何

れが如何なる構造に於て本地域の主たる基底を成すものなるやは，法かに判断し能はずる

なり。

共に若き地暦として，大分の南に於て白華紀暦の山地の北倶11に低き墓地をなせる第三紀

屠，並に森町の南方及騨館川の上流に露出せる同類の地層=に就きても，前古紀岩屠に於u-
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ると同様に之れを直ちに本地域の基礎を成すものと断定し難きものなり。

之を要するに本地域の基底地質は，域内及附近に之を断定すべき地暦の確賓なる分布を

映~;錦に上記諸・種のものより成れる一種の複合的のものとして偲想せらる誌の外なきも

のとす。而して此偲想的基底岩を蔽ひ本地域内に於ける最下屠として見らるミ分布庚き地

屠は，第三紀末葉より第四紀に渉りて水中に沈澱せられたる火山砕屑特にして，主として

凝灰岩・浮石居及集塊岩よりなり，その陸成たる詮擦を快けると，明カ、に屠王翌々呈せると，

凝灰岩は屡々木業化石を含み又疏藻を含有するの事賓に惨り，その水成屠なるを認め得可

きものなり。然れども其構造は桶めて複雑にして，地居の屠厚定ら今、時に尖滅するが如き

事ありて，詳細なる地暦順序の決定は容易ならざるものなり。斯くの如くにして目下は未

花その研究中に屈するものなれども，大韓に於ては下部より凝灰岩・浮石唐・火山集塊岩の

順序なるを信じ能ふものなり。

第 1圃別府附近地質闘

間柄

第三火山群の稜育

国花筒岩

昌基底火山時岩

田前期噴出岩
(締石安山府)

関後期噴出岩
(角!均石安山岩〉

四阿蘇熔岩

図岩層及扇紋地

図洪積層

口沖積暦

jill¥示糊線

高iJ記の火山碍屑岩居と聞係G，少くとも三種三枚の火山床を見るを得可しその第一の

噴火は粒脱却I{'f (官官虫)にして，現在の乙原掘田聞の朝見川南岸に沿ひ，絶壁似て
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之に望み，狭長なる山麓地帯を形成せるもの印ち之なり。本岩は盤質岩に麗し，其費質作
/レ

用は温泉の作用によるものと認め得可しその金銭脈を版胎せる事，現在に於て向渦泉噴

気孔の存在せる事等は即ち之ぞ設するものなり。本岩の出現は此ー筒所に限られ，他に末

Tご之与を護見せ歩。

そたに第二の噴出岩としては，紫蘇輝石安山引の一種にして，噴火の初期に於ては爆裂作

用により集塊岩ぞ噴出し，ヲ:で熔岩を流出したるものなり。其分布は域内に瓦り康けれど

も，北帯に於ては寧ろ小規模にして，主として慮々の谷底に露はれ，山韓構成上には何等

重要なる役割を演ぜ歩。然るに南併に於ては其規模大なるものありて，雨乞舟・高尾山の

山塊をなし，又別府地方に於てはその露出小なれども，高riJ記粒航安山岩を蔽ひて男鹿山々

塊の中肢をなし，それと地形的に一階段を成し雨者の関係を明かにせるものあり O'

最後に第三の噴出は雨輝石安山岩にしてp 第二のものと同様に，最初に集塊岩;共で熔

岩の流出をなせるものなり。而して其噴火は前二者に比し極めて強烈にして，地形の項に

於て述べfこる第一要素地帯の大部ごと成し，南には男鹿山々塊，倉木，城ク岳山嚢，北には

鹿鳴越山p 地獄下山，雛戸山，烏帽子山，人見岳等を構成し，其規模頗る大なるものなりu

之等は時に急峻なる山獄として看倣さる可しといへども，己に述べ7こるが如く全躍として

は寧ろ高聖性に悲しその急傾斜与をなせる場所或は海抜千米以上に濯する高距を有するも

のあるは，他の原因に基くものにして，高i1者は主として断屠或は山崩れに基困し，後者は

高き基礎上に築かれたる場合に於けるものなり。別府男鹿山々塊に就きて見るに，本岩は

其水卒的分布に於て康けれど、も，i毎抜約四百米乃至五百米以上の高所を占め，熔岩の厚さ

は二百米内外に過ぎぎるなり。而して其北側に念峻なるは，現在に於ける本山塊の北麓に

沿ひて起れる断暦の結果に外ならざるなり@

以上は本地域に於ける基礎的地居7こる火山砕尉岩と闘係して噴出せる熔岩類にじて，爾

者一酷として後期の噴出岩に針する第二の基礎を成せるものなり。然れども其地形に於て

は，後期噴出岩の噴出以前に於て起れる地殻受動の嬬甚だしく盤化せられたるものなり。

噴出の順序として究に来れるものは，酸性熔岩fこる黒雲母を含有せる輝石角閃石安山岩

破璃にして，華山の頂蓋，石武原及水地華をなせり。更に之れに績きて黒雲母を主要成分

とせる所謂雲母角閃石安山岩の噴出ありて，由布院の西方なるカ Jレト山を構成せり。備本

地域外の西方高年山及其附近には，康大なる火山基地を成せるものあるを聞知す。本岩は
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前記の輝石安山岩類とは全く其外観を異にせる特種岩にして，記者禾克之に針する深き研

究を有せざるも，其成因より想察するに，本岩の噴出は恐らく引績き起れる嘗地方の火山

活動のー休止期を表示し，九州東北部の火山史上に一時期を劃するものなるが如し。

此時期に究ぎ域内に起れる噴火は，後期噴出岩類の流出にして，最も多量に産する普通

の角閃石安山岩なり。其噴出は岩石の性質成分と野外に於ける産出航態の相互関係とより

之を凡そ三期に分つぞ得可しその第一期は御越111，幅高111，水口山，第二期は高崎山，

高ノ:Z~山，立石山及飛岳，第三期は鶴見岳，由布岳及硫黄織として匝別せらる h ものなり。ー

乙等は其聞に副成分fこる輝石の量に消長ありて，第一期には軍科輝石よりも斜方輝石に富

み，第二期には之と全く反封となり，第三期にはまた最初の朕態に反れるものなり。衣

に火山の形肢に就き略述せんに，第一期及第二期の熔岩は比較的粘性に乏しく，従って主

として基地蹴に逗き卒たき園錐形や形遣れるものにして，御越山，7k口山は其標式的のも

のなり。高崎山の如舎は一見ドーム形の山塊に見ゆれども，夫は熔岩流の造りし所の形に

あらす手して，前期火山岩の場合に於て述べたると同様に，その基礎の有する地形に支配せ

られたるものとす。高崎山の基礎は，その火山中心の附近に於て海抜約四百米ありて，熔

岩の厚さは此黙に於て約二百米に過ぎざるものなり。国に南方の念斜面は崩壊によれるも

のとす。

次に第三期に属する由布，鶴見，硫黄織の山形は，生成後に於て爆裂其他の作用により

甚だしく其原形を破壊せられたる結果の相貌にして，最初は国錐乃至はドーム形の山形舎

なせしものなり。由布掛は別名豊後富士と稽せらるれども，日佐生成後の浸蝕作用により今

日の山形を作せるものにして，又本山は爆裂火口そ有せ今。本期の火山が圃錐に近き山形

をなせるは，第一第二雨期のものに比し熔岩の粘性強かりしに困るものなり。ヨえに白布

掛，鶴見岳には其活動の歴史を語るものとして，数多の寄生火山あり。抑々寄生火山の量

産は，火山の主要活・動期の末裁に於ける活動に嘗り，ーたの如き漂白によりて起るものなり。

火山の噴火に於て第一活動の終れる後その主要通路の上端に近き部分が冷却国結し一旦之

を閉塞し，共に地下より再びお摂の t昇し来る場合に，此の部分を粉砕突破し又は押出す

事能はざれば，地表に近き部分に於て更に弱き他の通路ぞ見出すに至るものとすO

次に由布撤頂上には深き槻]IJ，の噴火口あり。叉Jt'!.f生火山の一つに池代と栴する火口密

有するものあり。鶴見山には噴火口は己に破壊せられて原形を認めざれEも，磐梯山式の
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k日原ありて，比較的近代に於てフリアチック・エキスフーロジ才ン (夜討議絵筆

ぽ湾総き思議)械せるものなるを詮せるあり。現今栴へらる h鶴見山なる高峰の北

~IJに見らる h 馬蹄形の破壊筒所は印ち之れなり。

爆裂火口として地域内の諸山に見らるゐものは其童文少なからすーといへとも，主として後

耳噴出の火山に於けるものにして第二固に示せるが如し。而して其佐賀に於ては何れも上

ie鶴見岳に於けるものと同様なり。

終りに，本域の南部，大分川に面せる山地の斜面に火山陣騎手}屠を蔽ひて成く分布せる

ま所謂阿蘇熔岩にして，向域内のE是々に貼々散在するものなり。之は阿蘇山外輪山を構成

さる泥熔岩にして，本域内の後期噴出岩の噴出後向地形に於て治んど現在に於けるものに

丘づきたる時期に於て，造かに阿蘇山噴火口より溢流し来れるものなり。

第四温泉反地獄

記す可き事多しといへども，今は日佐その分布と温泉脈とに就き略過するに止む可し。

(-1)地理的分布:一域内に於ける漉泉地獄は地理的分布上より之を三群に分つを得可

しその第一は別府，堀田地泉群，第二は箱川，蛾輪，明饗温泉群，第三は由布院盆地の

且泉群なり。之等三者中活動の最も盛なるは第二群にして，堀盤泉の外に数多の自然的噴

託孔及熱泉あり。血ノ池， i毎，坊主，紺屋，明磐等はmpち之なり。

第二に活動盛なるは第一群にして，之を分ちて噴気孔乃至は熱泉地帯と温泉地併とにな

すを得可<，前者は乙原より観i毎寺を経て堀田に到る粒蹴安111計地と之に近く沿ひたる地

持にして，現在に於ては三日月地獄の外自然航態を留むるもの少けれども，此地一帯は向

血下に高熱を存し，試錐によりて比較的容易に噴気を得らるミの月末態に在り。

ちたに温泉地帯fこる後者は別府市街地にして，其故買に千個に近き湧出泉を有し，其分布

り密集は正にー偉観を呈するものなり。現在に於けるその治んど全部は試錐井に属するも

りなれども，素より本地域は自然的の湧出地にして，今向数多の自然湧出泉を有しァ則氏の

ケ向を標示し，其前者と同一系統にしτ一連績地帯~なるを認め得らるミものなり。

終りに第三群たる由布院匝域は，前二者に比すれば其活動盛ならさ.るも倫多数の自然並

二人工泉そ有し，噴気孔を見ぎれども八山地獄の如きものありて，その勢力禾Tご侮り難き

ものあり。
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以上の外に低温のものミ存在，叉試錐中の地域あれども今之を記せ歩。

(ロ〉地質的分布:ー域内に於ける温泉及地獄の分布航態を見るに，一定乃至は限られ

たる少数の岩石或は地居にのみ制限せられたるを見ぎるも，明瞭に地質構造線に沿ひ或は

その蓮積地帯上に同一方向に直線的温泉排列をなすを見る。自Hち本域内に於ける温泉及地

獄の出現は地盤の裂縛に闘係せるものなるを断定し得可きが如し。抑々一地方に於ける温

泉の分布は，局部的地質構造に支配せらる誌ものにして，断層其他の地下に遇する裂縛あ

るときは，地下淵泉7.1<，水蒸気其の他の火山瓦斯は之を俸ひて上昇し地表に出づるものに

して，若しかくの如き遁路なき場合には，地泉地獄の出現なかる可きや自明の理たり。普

遁の下降泉的のものは漉泉の場合に於ては熔岩，火山泥流或は火山扇航地の末端より流出

することあれとも，本場合に於ては何等重要なるものにあら歩。

要するに本域内に於ける湛泉地獄は，その出現に於て裂憾に関係し，現在見らる誌が如

き分布を成せるものと結論するを得可きものなり。而して一般に若き火山地帯にして地殻

の繁動を受け地盤の裂暗に富める地方は，豊富なる温泉地帯与を形成するものにして，本地

域の如きは卸ち之に届し，上記の三池泉群の地方は其最も良好なる事情に支配せられたる

ものなり。

(ハ〉温泉服:- t温泉脈の位置及方向の決定は必すしも容易なら今，往々にして行はる

h所の地理的分布J:より勝手に断定せんとするが如き方法は甚fこしく非なり。記者の此所

に決定せる湛泉脈は，上記の如き地質構造と渦泉との関係に基きたるものにして，向研究

中に届するものあれと、も略々判明せるものの中主要なるものを下に掲ぐ、。第二国参照

f隈定名稽

i賓脇ー堀田淵泉脈

一回 J湯温泉脈

一 亀川-銀輪温泉服

四 血ノ池・明磐j阻泉脈

Ji 湯山淑泉脈

六 明磐・蹟輪組泉脈

i'RI謁温泉地獄名

讃脇，乙原，中間，白i易，華17忽寺，堀田

岡ノiどi，キi易，柿i易，其他

重量川， 司君主， 銭愉， 坊主， 照湯， 其他

血ノ池，柴行，切j望書， i%，其他

t思7.K，滋IJI，硫黄山，其他

1珂奇襲， jf，}，鍛輪，的人-'r鼻，紺屋，其他

右の中，ー・二は其ケ向略西々北より束々砕iに向ひ，三・四・五の三脈は西々南より束々

北に，最後の六は東西に走れるものなり。

( 12 ) 
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第 2 国別府附近淵泉脈

十

o .，，，レ日

終りに本域内に於ける温泉地獄は，その地質感的現象に於て多種なるを見る可<，乃ち

硫気孔，噴気孔，間歓泉，噴騰泉，泥火山の類及普通の地泉熱泉亦血ノ池地獄の如く廻輪

的に大噴出そなすものありて，温泉地獄の殆んどあらゆる種類を集めたるものなり。泉質

に於ても亦多様にして，今此所にiliべぎれども正に本温泉地併の特徴なり。

第五 P地殻嬰動

域内には前記火山活動と同期に坦れる地殻襲動あり，全閉そ通じ少くとも数回，而して

倫現代に渉りfこるの形跡あり。此襲動は地形的後化を*せるものにして，地形地質の引に

於て述べたる本地域の三併匝分に針する基礎的地形を粛らせるものなり。その辰初の運動

)
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唱

A
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は前期噴出岩の噴出後賞地方に起れる地盤の上昇蓮動に仲ひて起れるものにして，其結果

として域内の地盤は数多の断居或は裂曜を生じ，幾多の地塊に分たれ，其地塊は之れを箇

々の関係に見るとき或は上昇或は下降の航態を表はし， 不規則なる雛化を来せるものな

り。されど之を匝域的に大別すれば巳遁せるが如き三帯となり，南北の雨帯は隆起し中帯

は之と相封的に沈降したる朕態を結果せるものなり。而して域内には現在に於て数多の地

質構造線を見るものにして，其最も主要なるは，西々北より束々南に向ふものと西々南よ

り東々北に向ふものなり。之等は或は地形上に山岳構遣線として，或は火山の分布上に火

山構造線として，或は温泉の配利上にi阻泉構造線として認められ，互に連絡或は一致せる

もの少なから歩。今之等の構造線と地殻の蓮動との閥係伝説き本盤動の性質及形式を略述

すれば次の如し。

本費動中最も重要にして且最も顕著なるは，別府i母の浮j岸より西々北行し演脇朝見を経

て堀田に至る-1泉の南方地塊の上昇蓮動なり。此一線は標式的断屠崖を以て示されたる断

屠にして，堀田以来に於ける中帯と南寄与との地形地質的匝分線を成し，叉数多の池泉地獄

の之れに沿ふ排到によりて特徴附けらる与ものなり。本断屠の長初の生成は，輝石安山岩

類の噴出よりも新らしく，角閃石安山岩類の噴出よりも古きものにして，雨者の中間期，

乃ち火山活動のー休止時に於て起れるものとす。然れども此所に興味ある一事は，最後の

噴出に係はる鶴見山の生成後に於て，その運動の更新ありしを推測せらるミ事なり。乃ち

本断居崖に沿ひ鶴見山系の後期噴出岩の陣屑訂居よりなる高さ二十米乃至四十米の段丘蹴

の地塊を見るものにして，之は辰初の断層院の下部を蔽ひたる新岩屠が後の断層運動の嬬

に受りfこる費動の結果として看倣され符TJし。乃ち上記の断層線以南の地塊の上昇運動

は， 比較的近代に到るまで櫨績せしものと推断せらる。之に失ぎ重要なるものは， 由布

院川西より東々北行し由布鶴見の市麓を債ぎり石塩村堀田に至る断層線以南の地塊上昇

蓮動にして，地塊としては前記のものと連績的のものならんも，その切断せられたる断屠

の方向を異にし，前者の西々北より束々iおなるに射し，後の場合に於ては之れと略百二十

度の角度を成し西々南より束々北に向ふものなり。此一線は倉木一城ク岳III地及水口山の

直線的山麓線に表はれ，之に臨める急峻なる山地の科両は卸ち断屠ti:~なり。該線は少くと

も東方堀固まで延長し，前記の断屠線と交るものにして，堀田以西に於ける中惨と南一併と

の地形地質的匝分線をなし，その最初の生成は高~J者と同期jなる"ilJ し。而してその運動の櫨

( 14 ) 
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績は，後期噴出計より成れる水口山の切断せられたる事買により，少くとも本岩の噴出後

に及べるものなるを知るIlJし。城ナ岳の山麓には裂蝉より湧出せる地泉あり。叉之に接せ

る由布院盆地には，山麓線に並行せる数多の地泉脈あり。

以上は極めて顕著なる地質地形的断居にして，一二の階段以断層ぞ件へる形跡はあれど

も，大韓に於てその断層間は輩ーの断層面に沿ひて生ぜりと見て事宜 l二差支なきものなり。

究に地形地質の項に於て述べたる中幣と北何事との毘分線は，以下に謹ぶるが如く，その

断唐作用に支配せられたる事推定に難から?と雄，上記の中併と南借との境界を成すもの

λ如く爾く編著なるものにあらす。乃ち前場合に於ける如き輩ーなる断層・面に沿ひτ生ぜ

りと看倣さる可き断層)誌の認む百Jきものなく，僅に日出生華北建に西々北より束々市l二走

れる直線的人見岳麓線を見るのみにして，他は後期の噴出岩を以て蔽はれ，地表上に何等

の著しき地形的断居の特徴を表はさざるものなり。然れども他方に西々南より束々北に向

へるJ家康日出を結ぶ線上及本線の西方延長線上に数多の後期噴出火山の配列せらるミ所の

事賓あり。此の事賓は本線が地去上に明かならざるも，一つの重要なる地質構造線なるを

語れるのものなり。而して其の南方に之に並行して数多の渦泉服及由布鶴見め雨山を連

ねる火山構造線の存在与を見るは，本線が之等と同系にして，類似の性質を有する構造線な

るを示せるが如し。而して記者の現在に於ける考察は，本線並に之に卒行にして地形上顕

著ならさる此等の構造線は，中帯なる沈降楼の北側に於て，前述の川西ー堀田の示準線に卒

行なる階段航断層を成し，沈l爆の最深部に向ひ地盤の低下を来せるものと推想するにあ

り。此関係は恐らく前記堀田-5}IJ府示準線関係匝域に針しでも同様にして，之を約言すれば

中部沈降併は一つの小規模なる非釣栴的地滑にして，その南港に沿ひては，寧ーろ輩ーなる

断暦面に沿ひて生ぜりと看倣され得可き断居間を以て比較的急峻なる低落をなし，北惑に

於ては，階段航断屠の類を以て吠:第に中併に低下せるものとi言するものなり。

明饗餓輪附近の地質構造極めて複雑なるは，後期の盤・動によるもの少なから歩、といへど

も，其根本に於て上記の如き構造に基i誉教多の構造線の交叉せる匝域なるに因るものなる

が如く，而して向別府i阻泉地併は，全韓として構造最も複雑なる地域に届するものなるを

知る可し。

構造線として，上記の主要なる二系統の外に更に東西南北の二系に届するものあれども，

何れも小規模にして機遣上左程に重要なるものなら?。例せば東西方向のものとして，明

( 15 ) 
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饗蟻輸を結ぶの線，板地ー堀田ーエグ地獄を連ねるの線ぞ見る可く，3l..南北方向のものとし

ては，鶴見岳一硫黄山を結ぶの線及別府亀川の海岸線に沿へる偲想ぞ見るIlJし。

因に言ふ，西南日本地瞳構造上の重要なる構造線の方向は，少くとも北九F・1'11こ於て東西，

南北，東北一西南，西北一束南の四系統令見らるミものにして，之等は古i聖地暦に関係し

全睦に亙れる基礎的構造を成せるものなり。

然るが放に，本域内に於ても地下深く之等の構造線l二富める地質構造を有す可きや想像

に難からぎるなり。而して上述せる域内に於ける四系統の構造線はその大韓に於て之に一

致し，西々南，東々北の線は，少くとも最も近接せる松山・大分-熊本を連ねる大構造線に

聞係を有し，父今村博品より示されたる阿蘇地震構の方向と一致し，その局部的性質の

ものにあらざるを推知せらる h ものとす。

第六火山群の地質事的位置

西南日本に於ける火山帯に就きでは，最も庚く信せずらるミものとして，地膿構造上並に

岩石拳上より論ぜられたる小藤博士の分類あり。之によれば西南日本の火山は，南日本内

側系(蛤幕〉瀬戸内系，及び霧島系の三帯より成り，此三者は九州中部に於て相交叉す

るものなり。南日本内側系は加賀の白山に起り，西に三瓶UJ，青野山及び徳佐山に延び，
Eタケ シクマ ダケ

周防園の金峰山，四熊山及岳を過ぎ姫島を経て，九州園東半島に渡りて双子山を作り，究

で本城に来り由布岳鶴見岳を捻出し，更に九重山阿蘇山を起し，有明海を距て ~t胤泉ク岳

に連なる長大なる火山併なり。

突に瀬戸内系は内海の議岐17地方そ以て代表せらるミ火山系にして，三河岡鳳来寺山に

其束緒を起し，二上山を経て四固の北岸ぞ過ぎ，九州東北に渡り，更に西して肥前の北部

に大露出をなすものなり。

終りに霧島系は琉球轡の内側を走り九F・1'1に入りて開聞岳ぞ作り，号化で棲島霧島山等ぞ起

し尚北延して阿蘇山に至り其中央火口丘に其所嵐謹惨を示せる系統なり。

叙上の系統は極めて詳細なる山石皐上の研鋪と相倹って決定せられしものにして，各其

Y}行事上の標式と看倣3るべき特性を有するものなり。

(1) 震災激励調査合報告第九十二波。

( ltj ) 
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之により知らる誌が如く由布鶴見火山群は，地理的に於て南日本内側系と瀬戸内系との

交叉黙に近く位置し，その何れの火山併に属す可きかの問題を有せる地域なり。然るに今

回記者の調査結果はーこの先輩諸氏により認められたると同様に，正に南日本内側系に属

するものなるを知るに至れり。 VJ石の性質乃至は熔岩の噴出順序に於て，又火山活動の勢

力に於て，本火山群は他の同系に場する火山群と類似し，瀬戸内系と見る百Jき理由は極め

て齢、きものなるも，詳細は今之れや略す。

第七 有史時代に於け忍地境

別府四近には歴史時代に入りて起れる地受少なからす。然れども其主要なるものは鶴見

岳の噴火と別府湾内に於ける瓜生島及久光島の陥授なり。之等に射する史料は其数多く，

其大要は己に周知に届す可し。依って記者は之を此所に牧録せす， p佐肇術上より見fこる自

己の考察を遁べ讃者の参考に資せんとするに止まるものなり。

(.f )鶴見岳の噴火:一鶴見岳は今より千五十齢年前郎ち貞観九年に噴火したる以来噴

火の記録を快けり。貰際に於ても亦其形跡を認め能はゴるものなり。蓋し此噴火は鶴見岳

の設終の噴火にして，更に噴火の繰返さるべき徴候は少くとも現在に於て之れを認めす。

さて貞観九年の噴火は，三代貫録其他の記録によるに熔岩を出せる且の噴火にあら歩し

て，先成の爆裂火口の一部を破壊しずこる一種の爆裂作用にあらぎるかと思惟せらる誌もの

なり。而して其結果は現在に於て見らる当地獄行を遣れるものにあらざるか。此考察に封

する理由としては，政砂の噴出はありしも熔岩の流出なかりし事，己に幾多の寄生火山を

生成せし齢、の後に起れるものなる事(韓鈴山)，山頂にありしといふ三池は浅間或は

三原山等に見らる込が如き煙討を湛へたるものにあらす干して所謂地獄の類なりし事，又著

しき前駆の地震のなかりし事等を綜合したるにあり。

(ロ〉瓜生島及久光島の陪浸:一本費動の航況に就きでは記録頗る多く，今一々之をJ!X

録するの遣なし。然れども其媛、動の性質及原因に関しては，深き研究結果の公衣せられた

るものあるぞ知ら歩。然るに記者は此所に，附近の地質構造を究めたる結果として，費動

の性質及原因に闘する一考察を有するものなり。今之を結論的に記すれば失の如し。

一盛動の費生日時は記録によりて異なれども慶長元年間七月十二日午後四時或は五時頃

と稀するもの最も多く，記者は之を信するものなり。

一 同日に起れる伏見大地震とは其時刻を異にし，五六時間の差を以て瓜生島の方早く，

)
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雨者は全然別物なりといふ今村博ぷあ設に賛同す。

三 瓜生島は嘗時の津波により洗ひ去られたるものなりとの説あるを間りども，如何なる

理由に基づくものなるやを知らす下。海中噴火の如きは其質極めて軟弱なる場合には，海水

の波浪の浸蝕によりその影を浸することあれども，瓜生島の場合は之れと同一ならざる可

し。記者の推測する所にては瓜生島は元，現在に於ける別府濁の南壁をなせる低卑なる山

塊と連績したりしもの~，後に断居により切断せられ，之に闘係的に沈降したりしものに

して，水中沈澱?火山砕屑岩屠よりなり，記録より想像せらるゐ程度の津浪により全島一

時に洗ひ去らる~ i}如きものにあらぎるなり。而して此所に瓜生島の陥浸は，其原因に於

て，地殻費動の項に於て述べたる別府濁南岸に沿ひ西々北より束々南に走れる域内に於け

る最主要なる地質構造線に沿ひて起れる断層運動のー更新によるものと推想せらる誌もの

なり。然れども同日に於て伏見地震其他の大地震の費生を見たるものにして，その護動に

就きでは何等かの共通関係の存在を想像せらるミものとす。

四 霊慶長二年七月二十九日の地震により前回取残されたる久光島の陥浸せるは，記者の

見解に於ては，前記瓜生島の場合と同様なる原因に嫁れるものなる事勿論なり。

固に，別府i母内に起れる地饗は此の如くにして一段落冶告け，現在に於ける別府i母の形

肢は此期に於て生成せられたるものなり。きたに現在に於ける別府湾海底の地形を見るに，

以前に瓜生島の存在せし附近に於てその深度最大にして一地溝肢をなし，其主軸は構造線

たる南海岸線に卒行し，海底の地形は此深所を境として南には念峻，北には緩慢なる極め

て銑き非封栴的形肢をなし，その構造上の向は西々北・東々商なり。此朕況は前に論ぜられ

たる別府組泉地併の前期噴出岩類よりなる基礎的構造に類似し，その連績的なるを否認し

難きものなり。

第八結 論

上来記述せる所を綜合し此所に結論となすべし。

本火山地図は九州中部火山地併の東端に位し，その岩'石率上よりの地質率的位置は，南

日本内側系(昔日始幕?ff又)に属し，九州に於ける双子山・九重・阿蘇-i阻泉岳を連ぬる線

(2) 来ft';t:地震J~<~ー谷第四披参照。
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別府附涯の地奥と温泉服

上に位置すO

火山活動は地質時代の第三紀末葉か或は第四紀の初頭に於て始まり，その最初の噴出せ

る三枚の火山岩床あり。その最初の噴出岩は粒航安山岩にして，第二は紫蘇輝石安山岩，第

三は雨輝石安山岩なり。之等は域内に於ける前期の噴出岩類にして卸ち第一期活動の産物

なり。現在に於ては， 日出-豊岡-塚原ー日出生肇を連ぬる一線より以北の地帯と， }}IJ府・堀

田・由布院・川西より以南の地帯とに於てのみ其分布を見らるゐものなり。而して中央帯に

確賓なるその分布を快けるは，之等火山岩類の噴出後に於ける火山活動のー休止時に於て

起れる地殻饗動の結果にして， 西々北，束々南及び西々m-束々北の方向なるこ系統の断暦
により此新成の地殻が前記の位置に於て切断せられ，その南北の耐地帯は隆起し，中央部

は之れに関係的に沈降したるに因るものなり。其沈降の形式は研究上極めて輿味あり且つ

重要なるものにして，之に封する記者の現在に於ける考察は，該沈降帯は其南建に於ては，

軍ーに近き断層面に沿ひて生ぜりと看{故さる可き断居間を以て比較的急峻なる低落舎な

し，北蓬に於ては，階段服断暦の類を以て究第に沈降の忌深部に向ひ低下せるものと信三歩

るにあり。乃ち一つの小規模なる非劃栴的地溝肢を成すものにして，その大勢は現在に於

ける別府湾海底の地形に似たるものあるを見るなり。

共に該盤、動の終焔後，域内には再び火山活動起り，乃ち第二期の活動に入れるものにし

て，前者よりも酸性なる角閃石安山岩の熔岩を流出せり。而してその噴出は主として上記

の沈降帯内或は其建縁に近く限られ，深く前期噴出岩の地域に入れるものなし。本岩の噴

出は前後三期に分れ，由布鶴見の雨山はその最後期に属し，火山活動の最後の中心となれ

るものなり。而して現在に於ける混泉地獄の出現は，その後火山作用に困るものなり。

新く結論し来れば，本地域は火山地併なると同時に地殻盤、動地併にして，雨者は相倹ち

て蕊に凡てに優越なる瀧泉地帯を形成せるものなり。而して記者の述べ来りし所は郎ち此

航態に至るまでの地質撃的接選にして，i匝泉の出現に射する本原的由来を明かにせるもの

なり。
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